
 61 木原章六「随園食単註訳」に関する補記

木
原
章
六
「
随
園
食
単
註
訳
」
に
関
す
る
補
記

池　

田　

昌　

広

わ
た
し
は
本
誌
前
号
（
二
〇
二
三
年
三
月
刊
）
に
、「
明
治
期
に
お
け
る
『
随
園
食
単
』
の
受
容
に
つ
い
て

―
木
原
章
六
「
随

園
食
単
註
訳
」
と
陽
其
二
『
家
庭
支
那
料
理
法
』」
と
題
す
る
小
文
を
発
表
し
た
（
以
下
、
前
稿
）。
そ
の
後
、
立
命
館
大
学
の

萩
原
正
樹
教
授
よ
り
、
下
記
四
点
の
史
料
に
つ
い
て
示
教
を
う
け
た
。
い
ず
れ
も
前
稿
に
書
い
て
お
く
べ
き
こ
と
が
ら
で
あ
っ

た
の
に
、
わ
た
し
の
粗
忽
が
書
き
も
ら
し
た
。
本
稿
は
そ
れ
ら
を
報
告
が
て
ら
列
記
す
る
も
の
で
あ
る
。
み
な
国
立
国
会
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
検
索
閲
覧
で
き
る
。
内
容
が
す
べ
て
「
随
園
食
単
註
訳
」（
以
下
、「
註
訳
」）
に
関
す
る
こ
と
な

の
で
、「
註
訳
」
の
補
記
と
題
す
る
。

史
料
一

蒲
生
重
章
『
褧
亭
文
鈔
初
編
』
三
巻
（
大
倉
書
店
、
一
八
九
八
年
）
の
巻
中
に
「
野
村
君
雅
讌
記
」
な
る
文
章
が
あ
る
。
こ

の
う
ち
に
「
註
訳
」
の
撰
者
・
木
原
章
六
が
登
場
す
る
。
同
記
は
、「
野
村
君
」
す
な
わ
ち
野
村
文
夫
が
、明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）

に
ひ
ら
い
た
宴
席
の
様
子
を
、
出
席
者
で
も
あ
っ
た
蒲
生
が
漢
文
を
も
っ
て
叙
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
中
で
は
中
国
料
理
が
ふ

る
ま
わ
れ
た
。
調
理
を
担
当
し
た
の
は
木
原
章
六
そ
の
人
で
あ
る
。
木
原
は
机
上
の
み
の
人
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。

同
記
に
は
供
さ
れ
た
料
理
の
献
立
が
見
え
る
。
中
国
料
理
が
ま
だ
珍
し
か
っ
た
明
治
前
期
の
こ
と
、
そ
の
内
容
は
な
か
な
か
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興
味
深
い
。
そ
こ
で
以
下
に
全
文
を
書
き
下
し
文
と
と
も
に
録
し
て
お
く
。
原
文
に
は
断
句
点
・
傍
点
お
よ
び
返
り
点
が
附
さ

れ
て
い
る
。
書
き
下
し
は
こ
の
返
り
点
に
準
拠
す
る
。〈　

〉
は
双
行
注
。
末
尾
の
「
如
弟
」
以
下
は
、
書
坊
の
筆
耕
者
の
文
字

で
は
な
く
、「
正
啓
」
の
自
筆
と
思
し
き
行
書
三
行
を
忠
実
に
写
し
と
っ
た
ご
と
く
で
あ
る
。
な
お
『
褧
亭
文
鈔
初
編
』
は
、
早

稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
もw

eb

公
開
さ
れ
て
い
る
。

【
原
文
】

　
　
　

野
村
君
雅
讌
記

団
々
社
主
野
村
君
理
盛
饌
、
讌
客
于
其
清
娯
楼
上
、
余
亦
与
焉
。
始
有
薫
魚
・
雞
片
・
雞
肝
・
醤
肉
・

螯
・
糟
魚
・
彩
蛋
・

火
腿
・
海

・
雪
梨
・
葡
萄
・
花
生
・
白
菓
・
蜜
桃
之
羞
、
謂
之
小
菜
。
酒
三
行
、
乃
有
清
蒸
燕
窩
・
海
参
木
耳
・
八
宝
蒸
鴨
・

紅

河
鰻
・
白

家
猪
・
黄

塊
雞
之
羞
、
謂
之
大
菜
。
次
則
進
蕎
麦
饅
頭
・
素
麺
香
蕈
・
顛
不
稜
、
是
為
点
心
。
酒
罷
乃
飯
、

其
膳
羞
、
則
空
心
肉
円
・
東
坡
肉
・
数
種

菜
也
。
衆
賓
皆
既
酔
飽
、
座
有
快
丈
夫
、
高○

○

○

○

談
雄
辨
、
周○

○

○

○

旋
甚
力
。
主
人
指
之
告

衆
曰
、
此○

○

○

○

○

○

○

○

○

検
事
木
原
章
六
君
也
、
今○

○

○

○

日
之
饌
、
皆○

○

○

○

○

○

○

○

君
之
所
手
調
理
也
。
衆
皆
嘆
賞
、
余
竊
謂
、
君○

○

○

○

○

才
敏
如
此
、
宜○

○矣
、

善○

○

○

○

○

検
断
争
訟
、
而○

○

○

○

○

○

調
理
民
心
也
。
清
人
張
叟
〈
滋
昉
〉
亦
旨
之
、
戯
章
六
曰
、
天○

○

○

狗
様
、
天○

○

○

狗
様
。
衆○

皆○

○

○

絶
倒
、

邦○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

俗
謂
材
能
自
誇
者
曰
天
狗
様
、
張○

○

○

○

○

○

叟
博
学
通
才
、
已○

○

○

○

○

○

○

善
解
我
俗
如
此
、
所○

○

○

○

○

○

謂
善
戯
謔
兮
、
不○

○

○

○

○

為
虐
者
矣
。
余
嘗
赴
讌
於
清
国

公
署
賦
詩
、
有
盛○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

饌
相
看
欲
驚
起
珍
奇
満
案
不
知
名
之
句
。
今
日
之
盛
饌
、
亦
可
驚
起
也
、
而
大
同
小
異
。
清
署
則
更
有
杏
仁
湯
・

蟹
肉
羹
、
蓮
子
羹
及
甘
蔗
・
烏
慈
姑
・
西
瓜
子
之
羞
、
而
如
八
宝
蒸
鴨
・
紅

河
鰻
之
美
、
則
反
無
之
。
因
記
以
謝
野
村
・
木

原
二
君
云
。
明
治
十
六
年
天
長
節
後
一
日
。

小
山
春
山
曰
、
遊
戯
文
章
、
所
謂
咳
唾
成
珠
者
、
是
日
余
亦
同
饌
、
而
不
能
一
言
述
謝
、
可
愧
々
々
。　

是
月
念
二
日
妄
言
。
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村
上
拙
軒
曰
、
張
叟
之
才
学
、
而
無
一
詩
文
、
況
吾
輩
乎
、
幸
有
此
妙
篇
、
可
以
答
主
人
厚
意
也
。

如
弟
、
食
不
知
其
名
、
大
兄
悉
之
矣
、
何
謂
不
知
名
、
抑
此
検
事
、
能
調
支
那
饌
、
則
又
大
奇
、
真
是
可
天
狗
様
。

 

正
啓
妄
言

【
書
き
下
し
文
】

　
　
　

野
村
君
雅
讌
記

団
々
社
主
野
村
君 
盛
饌
を
理お
さ

め
、
客
を
其
の
清
娯
楼
上
に
讌
し
、
余
も
亦
た
焉こ
れ

に
与
る
。
始
め
薫
魚
・
雞
片
・
雞
肝
・
醤
肉
・

螯
・
糟
魚
・
彩
蛋
・
火
腿
・
海

・
雪
梨
・
葡
萄
・
花
生
・
白
菓
・
蜜
桃
の
羞
有
り
、
之
を
小
菜
と
謂
う
。
酒
三
行
、
乃
ち

清
蒸
燕
窩
・
海
参
木
耳
・
八
宝
蒸
鴨
・
紅

河
鰻
・
白

家
猪
・
黄

塊
雞
の
羞
有
り
、
之
を
大
菜
と
謂
う
。
次
に
則
ち
蕎
麦

饅
頭
・
素
麺
香
蕈
・
顛
不
稜
を
進
む
、
是
れ
点
心
と
為
す
。
酒
罷
め
乃
ち
飯
あ
り
、
其
の
膳
羞
は
、
則
ち
空
心
肉
円
・
東
坡
肉
・

数
種
の

菜
な
り
。
衆
賓
皆
な
既
に
酔
飽
た
り
、
座
に
快
丈
夫
有
り
、
高
談
雄
辨
し
、
周
旋
甚
力
す
。
主
人
之
を
指
さ
し
衆
に

告
げ
て
曰
く
、
此
れ
検
事
の
木
原
章
六
君
な
り
、
今
日
の
饌
は
、
皆
な
君
の
手
ず
か
ら
調
理
す
る
所
な
り
、
と
。
衆
皆
な
嘆
賞
す
、

余
竊
に
謂お
も

え
ら
く
、
君
の
才
の
敏
な
る
こ
と
此
の
如
し
、
宜む
べ

な
る
か
な
、
善
く
争
訟
を
検
断
し
、
而
し
て
民
心
を
調
理
す
る
な
り
、

と
。
清
人
の
張
叟
〈
滋
昉
〉
も
亦
た
之
を
旨う
ま

し
と
し
、
章
六
に
戯
れ
て
曰
く
、
天
狗
様
、
天
狗
様
、
と
。
衆
皆
な
絶
倒
す
、
邦

俗
は
材
能
の
自
ら
誇
る
者
を
謂
い
て
天
狗
様
と
曰
う
、
張
叟
は
博
学
通
才
、
已
に
善
く
我
が
俗
を
解
す
る
こ
と
此
の
如
し
、
謂

う
所
の
善
戯
謔
に
し
て
、
虐
を
為
さ
ざ
る
者
な
り
。
余
は
嘗
て
讌
を
清
国
公
署
に
赴
き
詩
を
賦
す
、
盛
饌
相
い
看
て
驚
起
せ
ん

と
欲
し
珍
奇
満
案
に
し
て
名
を
知
ら
ざ
る
の
句
有
り
。
今
日
の
盛
饌
も
、
亦
た
驚
起
す
可
き
な
り
、
而
し
て
大
同
小
異
た
り
。

清
署
は
則
ち
更
に
杏
仁
湯
・
蟹
肉
羹
、
蓮
子
羹
及
び
甘
蔗
・
烏
慈
姑
・
西
瓜
子
の
羞
有
り
、
而
れ
ど
も
八
宝
蒸
鴨
・
紅

河
鰻
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の
美
の
如
き
は
、
則
ち
反
て
之
れ
無
し
。
因
て
記
し
て
以
て
野
村
・
木
原
の
二
君
に
謝
し
て
云
う
。
明
治
十
六
年
天
長
節
の
後

ち
一
日
。

小
山
春
山
曰
く
、
遊
戯
の
文
章
、
謂
う
所
の
咳
唾
の
珠
を
成
す
者
な
り
、
是
の
日
余
も
亦
た
同
饌
し
、
而
し
て
一
言
も
て
謝
を

述
ぶ
る
こ
と
能
わ
ず
、
愧
ず
可
し
愧
ず
可
し
。　

是
月
念
二
日
妄
言
す
。

村
上
拙
軒
曰
く
、
張
叟
の
才
学
、
而
れ
ど
も
一
詩
文
無
し
、
況
や
吾
が
輩
を
や
、
幸
に
此
の
妙
篇
有
り
、
以
て
主
人
の
厚
意
に

答
う
可
き
な
り
。

如
弟
、
食
う
も
其
の
名
を
知
ら
ず
、
大
兄
之
を
悉つ

く
す
、
何な
ん
す謂
れ
ぞ
名
を
知
ら
ず
、
抑
そ
も
此
の
検
事
、
能
く
支
那
の
饌
を
調と
と
の

う
、

則
ち
又
た
大
い
に
奇
た
り
、
真
に
是
れ
天
狗
様
な
る
可
し
。　

正
啓
妄
言
す

平
易
な
文
体
だ
か
ら
文
意
は
理
解
し
や
す
い
だ
ろ
う
。
挙
名
の
人
物
に
つ
い
て
注
釈
若
干
を
く
わ
え
て
お
く
。
蒲
生
重
章

（
一
八
三
三
〜
一
九
〇
一
）
は
越
後
出
身
の
漢
学
者
・
詩
人
。
字
は
子
闇
、
褧
亭
は
そ
の
号
で
あ
る
。
生
地
村
松
藩
の
儒
者
加
藤

松
斎
に
師
事
、
江
戸
で
湯
川
安
道
に
医
学
を
ま
な
ん
だ
。
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
医
学
館
に
徴
さ
れ
、
議
政
官
史
官
、
大
学

校
三
等
教
授
を
歴
任
し
、
修
史
局
出
仕
と
な
っ
た
。
の
ち
官
を
辞
め
私
塾
を
ひ
ら
い
た
。「
団
々
社
主
野
村
君
」
こ
と
野
村
文
夫

（
一
八
三
六
〜
一
八
九
一
）は
、も
と
広
島
藩
士
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。大
阪
で
緒
方
洪
庵
に
蘭
学
を
学
ぶ
。慶
応
元
年（
一
八
六
五
）

に
藩
命
を
得
ず
に
英
国
に
密
航
、
明
治
元
年
に
帰
朝
。
明
治
政
府
の
官
僚
を
へ
て
風
刺
雑
誌
『
団
団
珍
聞
』
を
明
治
十
年

（
一
八
七
七
）に
創
刊
、団
々
社
は
そ
の
発
行
所
で
あ
る
。
木
原
と
は
同
郷
の
間
柄
で
あ
り
、そ
れ
が
宴
席
の
調
理
担
当
に
つ
な
が
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。「
清
娯
楼
」
は
未
詳
。
東
京
の
料
亭
で
あ
ろ
う
か
。

張
滋
昉
（
一
八
三
九
〜
一
九
〇
〇
）
は
、
明
治
期
の
中
国
語
教
師
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
北
京
出
身
、
諱
は
景

、

（
1
）

（
2
）

（
3
）
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字
は
袖
海
。
清
を
漫
遊
中
の
副
島
種
臣
ら
と
知
り
合
い
、明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
来
日
、慶
應
義
塾
大
学
付
属
支
那
語
科
、

東
京
帝
国
大
学
な
ど
で
中
国
語
を
教
え
た
。
晩
年
は
中
風
を
わ
ず
ら
い
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
帰
国
、
上
海
で
不

遇
の
う
ち
に
死
去
し
た
。
小
山
春
山
（
一
八
二
七
〜
一
八
九
一
）
は
商
人
・
尊
攘
運
動
家
。
下
野
の
人
、名
は
朝
弘
、通
称
は
鼎
吉
、

春
山
は
そ
の
号
。
水
戸
の
会
沢
正
志
斎
の
も
と
で
学
び
、
藤
田
東
湖
、
大
橋
訥
庵
ら
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。
維
新
後
に
浦
和
県

大
参
事
な
ど
を
歴
任
、
の
ち
東
京
で
家
塾
を
開
い
た
。
幕
末
の
志
士
・
小
山
馨
三
郎
は
そ
の
子
息
。
村
上
拙
軒
（
一
八
三
二
〜

一
八
九
三
）
は
医
師
、
漢
学
者
。
名
は
淳
ま
た
は
徳
淳
、
拙
軒
は
そ
の
号
。
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
の
遣
米
使
節
に
表
御
番
外

科
医
と
し
て
随
行
、
そ
の
記
録
「
奉
使
日
録
」
を
の
こ
す
。
か
れ
の
医
学
が
漢
方
の
そ
れ
だ
っ
た
た
め
か
、
西
洋
医
学
の
も
て

は
や
さ
れ
た
維
新
後
は
医
学
か
ら
遠
ざ
か
り
、
文
部
省
な
ど
に
出
仕
し
た
。「
正
啓
」
は
藤
野
正
啓
（
一
八
二
六
〜
一
八
八
八
）

と
推
さ
れ
る
。
も
と
松
山
藩
士
の
漢
学
者
、
歴
史
家
。
号
は
海
南
、
正
啓
は
そ
の
名
。
江
戸
の
昌
平
黌
に
学
ぶ
。
維
新
後
は
諸
官

を
歴
任
し
、
の
ち
修
史
館
編
修
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

「
野
村
君
雅
讌
記
」
が
も
の
さ
れ
た
明
治
十
六
年
十
一
月
は
、「
註
訳
」
の
連
載
開
始
の
ほ
ぼ
五
年
前
で
あ
る
。
張
滋
昉
が
「
天

狗
様
」
と
冗
談
を
と
ば
し
た
木
原
の
人
柄
は
と
も
か
く
、
そ
の
料
理
の
腕
は
確
か
だ
っ
た
よ
う
だ
。
蒲
生
に
し
て
み
れ
ば
、
宴

席
の
主
催
者
た
る
野
村
を
称
揚
す
る
の
が
礼
儀
だ
か
ら
、
木
原
の
手
腕
も
持
ち
上
げ
て
書
い
た
だ
ろ
う
が
、
料
理
が
好
評
だ
っ

た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
木
原
は
調
理
法
を
ど
こ
で
習
得
し
た
の
か
。

史
料
二

竹
田
胤
久
編
著
『
随
園
食
単
新
釈
補
填　

支
那
料
理
基
本
智
識
』（
改
訂
再
版
、
陶
楽
荘
発
行
、
料
理
の
友
社
発
売
、

一
九
三
八
年
十
一
月
。
初
版
は
同
年
八
月
、
陶
楽
荘
刊
）
四
〜
五
頁
に
、「
皇
国
料
理
作
法
師
範
九
代
目　

石
井
泰
次
郎
先
生
の

（
4
）

（
5
）

（
6
）
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芳
翰
」
と
し
て
か
く
あ
る
。

随
園
食
単
に
就
て
は
、『
明
治
料
理
新
編
』
に
筆
を
執
ら
れ
し
、
木
原
章
六
氏
の
註
訳
あ
れ
ど
も
簡
単
で
あ
り
且
つ
四
分
の

一
ば
か
り
で
あ
つ
た
。

前
稿
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
竹
田
の
同
書
は
『
随
園
食
単
』
の
全
訳
注
と
し
て
劃
期
的
な
仕
事
で
あ
る
。
短
期
間
で
再
版
さ
れ

た
の
も
ゆ
え
な
し
と
し
な
い
。
再
版
本
に
は
初
版
へ
の
反
響
が
追
録
さ
れ
て
い
る
が
、石
井
泰
次
郎
の
書
信
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

「
木
原
章
六
氏
の
註
訳
」
と
は
「
註
訳
」
に
ち
が
い
な
い
。
な
お
「
四
分
の
一
」
は
誤
解
で
二
分
の
一
と
す
べ
で
あ
る
。

史
料
三

「
註
訳
」
に
は
、
鄭
永
寧
、
伊
藤
圭
介
、
川
村
雨
谷
と
い
う
協
力
者
が
い
た
。
三
人
の
う
ち
鄭
と
伊
藤
と
に
つ
い
て
、『
随
園

食
単
』
を
読
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
記
録
が
あ
る
。
ま
ず
鄭
か
ら
。『
大
日
本
水
産
会
報
告
』
第
八
一
号
（
一
八
八
八
年
）
の
「
質

疑
応
答
」
欄
に
、会
員
の
大
塚
右
八
郎
よ
り
「
支
那
料
理
法
」
に
か
ん
す
る
質
問
が
載
る
。
こ
れ
へ
鄭
が
十
条
に
わ
た
り
回
答
し
、

「
右
数
件
は
随
園
食
単
中
よ
り
抜
萃
し
て
之
を
辞
し
聊
か
下
問
の
一
端
に
副
へ
以
て
参
考
に
備
る
而
已
」
と
述
べ
る
（
同
誌
二
九

頁
）。
回
答
の
ネ
タ
元
が
『
随
園
食
単
』
で
あ
る
と
、
鄭
自
身
が
表
明
す
る
よ
う
に
、
た
と
え
ば
回
答
第
一
条
は
か
く
い
う
。
い

ま
振
仮
名
は
省
略
し
、
句
読
点
を
適
宜
く
わ
え
る
。

蛤
蜊
の
肉
を
剥
き
韮
を
加
へ
て
之
を
炒
〈
塩
梅
し
た
る
つ
ゆ
に
む
き
み
を
浸
し
を
き
之
を
蔴
油
に
て
い
た
め
う
ま
煮
に
す

る
を
謂
ふ
〉
た
る
が
佳
し
、或
は
湯
に
為
も
亦
可
し
、起
遅
〈
火
候
到
ら
ば
速
か
に
鍋
よ
り
上
げ
べ
き
手
順
の
遅
緩
を
謂
ふ
〉

せ
ば
肉
枯
る
な
り
。

『
随
園
食
単
』「
水
族
無
鱗
単
」
の
「
蛤
蜊
」
の
全
文
「
剥
蛤
蜊
肉
、
加
韮
菜
炒
之
佳
、
或
為
湯
亦
可
、
起
遅
便
枯
」
を
引
用
し
、
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割
注
を
く
わ
え
た
の
で
あ
る
。
以
下
こ
の
調
子
。
鄭
は
『
随
園
食
単
』
を
熟
読
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

史
料
四

伊
藤
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
記
事
が
見
え
る
。『
東
京
学
士
会
院
雑
誌
』
第
一
三
編
之
七
（
一
八
九
一
年
）
所
収
の
伊
藤
「
花
史

雑
記
」
三
一
七
頁
に
か
く
あ
る
。

随
園
食
単
の
天
香
湯
は
、
白
木
犀
花
盛
に
開
く
頃
、
未
明
に
露
を
帯
び
た
る
を
、

に
て
花
を
打
落
し
、
花

蒂
を
択
び

去
り
、
素
焼
の
壺
に
入
れ
置
き
、
多
く
集
め
た
る
を
擂
盆
に
入
れ
、
よ
く
研
り
糊
の
如
く
し
、
木
犀
一
片
に
塩
十
箋
甘
草

炒
末
二
十
箋
を
交
和
し
、
固
封
し
、
七
日
程
日
に
晒
し
、
用
ふ
る
に
臨
て
熱
湯
に
て
飲
用
す
へ
し
と
云
へ
り
。

『
随
園
食
単
』
に
天
香
湯
の
文
字
は
見
あ
た
ら
な
い
。
上
掲
文
は
『
随
園
食
単
』
で
は
な
く
、
清
の
汪
灝
等
『
広
群
芳
譜
』
巻

四
十
所
引
『
清
供
録
』
か
ら
の
引
用
と
推
さ
れ
る
。
架
蔵
の
上
海
書
店
排
印
本
『
広
群
芳
譜
』
と
、
い
く
ら
か
文
字
の
相
違
が

あ
る
け
れ
ど
、
意
訳
を
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
引
用
源
を
誤
記
し
た
も
の
の
、
本
条
は
伊
藤
が
『
随
園
食
単
』
を
閲
読
し

て
い
た
こ
と
を
間
接
的
に
明
か
し
て
い
る
。

以
上
、
前
稿
に
追
加
す
べ
き
史
料
四
点
を
列
記
し
た
。
木
原
章
六
の
履
歴
に
つ
い
て
、
前
稿
が
注
記
し
た
も
の
以
外
に
、
玉

井
源
作
編
『
芸
備
先
哲
伝
』（
芸
備
先
哲
伝
発
行
所
、
一
九
二
五
年
）
一
七
八
〜
一
七
九
頁
と
、
大
植
四
郎
編
『
国
民
過
去
帳　

明
治
之
巻
』（
尚
古
房
、
一
九
三
五
年
）
二
八
七
頁
と
に
、
比
較
的
詳
細
な
紹
介
が
あ
る
。
と
も
に
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
検
索
閲
覧
で
き
る
。



 68 

注（
1
）　
『
日
本
人
名
大
事
典
』（
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
覆
刻
。
原
本
一
九
三
七
年
刊
）
第
二
巻
一
七
九
頁
、
日
本
歴
史
学
会
編
『
明
治
維
新

人
名
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）
二
九
六
頁
な
ど
。

（
2
）　

国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
十
一
巻
（
吉
川
弘
文
館
、一
九
九
〇
年
）
四
三
三
頁
、前
掲
『
明
治
維
新
人
名
辞
典
』

七
六
九
頁
な
ど
。

（
3
）　

二
宮
俊
博
「
張
滋
昉
に
つ
い
て
（
一
）（
二
）」（『
明
治
の
漢
詩
人
中
野
逍
遙
と
そ
の
周
辺
』
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
九
年
。
初
出

二
〇
〇
二
・
二
〇
〇
四
年
）、
王
宝
平
「
明
治
時
代
に
来
日
し
た
文
人
張
滋
昉
の
基
礎
的
研
究
」（
関
西
大
学
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究
セ

ン
タ
ー
『
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究
』
第
四
号
、
二
〇
〇
九
年
）、
萩
原
正
樹
「
張
滋
昉
詩
文
補
遺
」（『
風
絮
』
第
一
〇
号
、
二
〇
一
四
年
）

な
ど
。

（
4
）　

前
掲
『
日
本
人
名
大
事
典
』
第
一
巻
七
三
四
頁
、
前
掲
『
明
治
維
新
人
名
辞
典
』
二
五
六
頁
な
ど
。

（
5
）　

吉
田
常
吉
「
村
上
伯
元
の
『
奉
使
日
録
』
に
つ
い
て
」（
日
米
修
好
通
商
百
年
記
念
行
事
運
営
会
編
『
万
延
元
年
遣
米
使
節
史
料
集
成
』

第
二
巻
、
風
間
書
房
、
一
九
六
一
年
）
な
ど
。

（
6
）　

前
掲
『
日
本
人
名
大
事
典
』
第
五
巻
三
五
一
頁
、
前
掲
『
明
治
維
新
人
名
辞
典
』
八
五
五
頁
な
ど
。


